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研究課題名「片頭痛に対する新規治療法に関する研究」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

2026年 1月 1日から 2031年 3月 31日までに名古屋大学医学部附属病院及び共同研

究機関において新規経口 CGRP関連薬（ゲパント）および非侵襲型ニューロモデュレー

ション機器（レリビオン®）を使用された方を対象とします。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

背景 

2026 年以降、本邦において片頭痛の治療法として新規経口 CGRP 関連薬、非侵襲型

ニューロモデュレーション機器が臨床現場で使用可能となります。新規薬剤であるゲ

パントは、ウブロゲパント、リメゲパント、アトゲパントの 3 種類あり、日本でも順

次発売される予定です。また非侵襲型ニューロモデュレーション機器は、片頭痛患者

の後頭神経と三叉神経を同時に電気刺激することで痛みを軽減するデバイスです。片

頭痛に対する新規治療法はすでに海外では使用されているが、本邦の実臨床における

有効性や副作用等はわかっていません。 

 

目的 

本研究において、新規経口 CGRP関連薬および非侵襲型ニューロモデュレーション機器

を使用された方の効果や有害事象などを解析することで、実際の臨床現場における片

頭痛に対する新規治療法の新たなエビデンスを構築することが目的です。本研究の成

果により新規治療法に関する有益な情報を提供できるようになる意義があります。 

 

方法 

対象はナゴヤガーデンクリニック、刈谷豊田総合病院、渥美病院もしくは名古屋大学

医学部附属病院を受診した片頭痛の患者さんです。まず脳 MRI/A を撮像し、頭蓋内疾

患の有無を評価します。国際頭痛分類第 3 版に基づき片頭痛を診断します。その後、

頭痛の診療ガイドラインに沿った西洋薬もしくは漢方薬による薬物治療を行います。

これらの従来治療でも十分な効果を示さない場合、副作用などで治療を継続できない

場合などに新規治療薬の処方もしくは非侵襲型ニューロモデュレーション機器を使用

します。 



 

 

 

 新規薬剤および非侵襲型ニューロモデュレーション機器を内服/使用した前後で、頭

痛ダイアリー、アンケート用紙、電子カルテレビュー、疼痛スケールなどを用いて効

果判定します。有害事象、効果関連因子、長期的な効果なども検討します。また初診

時に撮影した MRIを用いて頭痛患者さんにおける頭蓋内疾患がどのくらい検出される

かも検討します。 

予想される結果：片頭痛に対する新規薬剤および非侵襲型ニューロモデュレーション

機器の有効性および副作用や有害事象などが算出されます。 

研究期間：実施承認日～2032 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：現病歴・既往歴・家族歴・服薬内容・身体診察の所見・頭痛ダイアリー・各種

質問票・治療歴・血液検査・頭部画像検査、新規薬剤および非侵襲型ニューロモデュ

レーション機器に関する情報等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

ナゴヤガーデンクリニック、刈谷豊田総合病院、渥美病院で収集したデータを、名古

屋大学医学附属病院脳神経外科教室にて解析します。データの保管・管理は研究責任

者が行います。また、名古屋大学医学附属病院から他の機関等への試料・情報の提供

予定はありません。 

 

５．研究組織 

名古屋大学大学院医学系研究科 脳神経外科 齋藤 竜太 

ナゴヤガーデンクリニック 若林 俊彦 

刈谷豊田総合病院 脳神経外科 西澤 俊久 

渥美病院 脳神経外科 寺田 幸市 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。ご希

望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。また、試料・

情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：TEL：052-744-2353 

名古屋市昭和区鶴舞町 65  医系研究棟 1 号館 10 階 



 

 

 

名古屋大学大学院医学系研究科 脳神経外科学 

連絡先担当者：名古屋大学医学部附属病院脳神経外科 種井 隆文 

 

研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科脳神経外科学 齋藤 竜太  

 


